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2020年６月 23日 

 
報道関係者各位 

国立大学法人筑波大学 
兵庫県立人と自然の博物館 

世界最小の恐竜卵化石を発見！ 
～多様な小型恐竜の存在判明、兵庫県丹波市の卵殻化石群で～ 

 
 研究成果のポイント  
1. 兵庫県丹波市で 2019 年１～3 月に行われた発掘等により、約 1300 点の卵・卵殻化石注 1）を確認し、

獣脚類注 2）恐竜の卵殻が 4種類含まれていることが分かりました。 
2. うち 1種類を新卵属・新卵種注 3）の「ヒメウーリサス・ムラカミイ」、別の 1種類を新卵種の「サブテ

ィリオリサス・ヒョウゴエンシス」と命名しました。 
3. 現時点で、「ヒメウーリサス・ムラカミイ」は世界最小の（非鳥類型）恐竜卵です。 
4. 丹波市では今回発掘の新層準と以前の層準から合計 6 種類の恐竜卵殻化石が確認されました。丹波は

前期白亜紀の地層において、世界で最も卵殻化石の種類が豊富な地域となりました。 
5. 骨化石だけでは未知であった篠山層群注 4）の多様な小型恐竜相が明らかになりました。 
 

筑波大学生命環境系の田中康平助教とカナダ・カルガリー大学、カナダ・王立ティレル古生
物博物館、兵庫県立人と自然の博物館などの国際研究チームは、兵庫県丹波市の新たな化石層
準から卵・卵殻化石を発見し、同地域における小型恐竜の多様性を明らかにしました。 
兵庫県丹波市は前期白亜紀（約1億1000万年前）の地層（篠山層群大山下層）が露出し、竜

脚類注5）恐竜（丹波竜）や卵殻化石などを産する国内の一大恐竜化石産地として知られていま
す。2019年1～3月にかけて行われた大規模発掘調査等により、これまでに恐竜化石が見つかっ
ていた地層よりも上位の層準から、形状を留めた卵化石（４点）や卵殻片の化石（約1300点）
が収集されました。これらの卵殻は4種類に分けられ、うち1種類は新卵属・新卵種（ヒメウー
リサス・ムラカミイと命名、丹波竜の発見者の村上茂氏にちなむ）、別の1種類は新卵種（サブ
ティリオリサス・ヒョウゴエンシスと命名）であることが分かりました。すべて獣脚類恐竜に
属すると考えられ、ヒメウーリサス・ムラカミイは現時点で世界最小の非鳥類型恐竜類卵であ
ることが分かりました。 
これにより、骨化石では分からなかった多様な小型獣脚類恐竜の存在が明らかになりまし

た。これまでの報告も合わせると、兵庫県丹波市では合計６種類の恐竜卵殻化石が確認された
ことになり、前期白亜紀の地層において、世界で最も卵殻化石の種類が豊富な地域であること
が判明しました。兵庫県丹波市は世界有数の卵化石産地であると言えます。 
※本研究成果は2020年6月19日付「Cretaceous Research」でオンライン公開されました。 
※本研究は、日本学術振興会の科学研究費助成事業（令和1～2年度）などの助成によって実施
されました。 
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 研究の背景  

兵庫県丹波市は前期白亜紀（約1億1000万年前）の地層（篠山層群大山下層）が露出し、国内における
一大恐竜化石産地として知られています（図１）。これまでに大型竜脚類のタンバティタニス・アミキテ
ィアエ（通称、丹波竜）や獣脚類恐竜であるトロオドン科をはじめとする多様な恐竜類化石が産出してい
ます。この中には、2016年に論文として発表された５種類の恐竜卵殻化石も含まれています。 

2019年1～3月にかけて、同市山南町上滝地区において新たな大規模発掘調査が行われました（図１C）。
調査した層準（卵層準）は、これまでに卵殻化石や恐竜骨格化石が見つかった層準（丹波竜層準）よりも
6～7メートルほど上位に位置しています（図１B）。2019年よりも前の試掘調査（2015年・2017年秋に
実施）によって形状を留めた卵化石が少なくとも４点見つかっていた地点であったため、大規模発掘によ
って新たな化石の発見が期待されていました。一連の発掘調査により、卵層準から約1300枚の卵殻化石
および小型脊椎動物などの骨化石が見つかりました。 
 

 研究内容と成果  

卵層準の標本調査の結果、卵殻化石には以下の通り、小型獣脚類恐竜の卵殻が４種類含まれているこ
とが分かりました（図２）。 

1. ヒメウーリサス・ムラカミイ（Himeoolithus murakamii oogen. et oosp. nov）（図２A,3） 
新卵属・新卵種の卵化石であり、現時点で世界最小の（非鳥類型）恐竜類卵（大きさ：4.5×2センチメ

ートル）です。ウズラの卵ほど（推定卵重約10グラム）しかありません。非常に小型で細長い形状である
ことや、卵殻の微細構造の特徴から、新しい種類と判定されました。学名のhimeは「小さい、可愛らし
い」という意味の日本語、oolithusは「卵の石」という意味のギリシャ語です。種小名のmurakamiiは丹
波竜の第一発見者であり、本化石群の発見や調査に大きく貢献した村上茂氏に由来します。形状を留めた
卵（試掘時に産出した４点）や大量の卵殻片が密集状態で見つかったことなどから、発掘現場は巣の残骸
であると考えられます。 

2. サブティリオリサス・ヒョウゴエンシス（Subtiliolithus hyogoensis oosp. nov.）（図２B） 
サブティリオリサスという卵属はこれまでモンゴルとインドで報告されていましたが、日本では初め

ての報告です。実は丹波竜層準からも見つかっていて、以前発表された論文では、プリズマトウーリサス
卵科の一種とされてきました。この度、同定作業が進み、新卵種であることが分かりました。粒状の独特
の表面模様を持つことなどから、新卵種と判定されます。学名のsubtiliは「繊細な」、oolithusは「卵の
石」という意味のギリシャ語で、hyogoensisは本卵種の模式標本が発見された兵庫県に由来します。 

3. ニッポノウーリサス・ラモーサス（Nipponoolithus ramosus）（図２C） 
これまでに丹波竜層準からも報告されていましたが、丹波竜層準では卵殻片が2点だけ見つかりました。

世界でも兵庫県丹波市でしか確認されていない珍しい種類で、枝分かれした線状の表面装飾模様が卵殻
表面にあります。 

4. プリズマトウーリサスの一種（Prismatoolithus sp.）（図２D） 
プリズマトウーリサスは世界中から見つかっており、トロオドン科などの小型獣脚類恐竜の卵化石と

考えられます。これまでに丹波竜層準からも報告されていましたが、卵層準からも部分的な卵と卵殻片が
見つかりました。卵殻表面はなめらかで、卵殻断面には柱状の卵殻微細構造が見られます。 
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1～3の卵殻化石は親の種類が不明であったため、卵殻の形態に基づき、系統解析と呼ばれるコンピュ
ータ解析によっておおよその属性を判定しました。解析の結果、これら３種類の卵は非鳥類型獣脚類恐竜
が産んだ可能性が高いと推定されました。卵殻が薄く、非常に小型の化石であるため、兵庫県には当時、
さまざまな小型獣脚類恐竜が繁殖していたと推測されます。 
本研究により、丹波市では卵層準と丹波竜層準から合計６種類の恐竜卵殻化石が確認されたことにな

り、骨化石だけでは未知であった多様な恐竜類の存在が明らかになりました（表１）。さらに、丹波市は
前期白亜紀の地層において、スペイン・テルエル州を超え、世界で最も卵殻化石の種類が豊富な地域であ
ることが判明しました。世界有数の卵化石産地であると言えます（図４）。 
 

 今後の展開  

小型の恐竜は化石として残りづらいため、その多様性は大型種に比べて不明な点が多いとされていま
す。さらに、東アジアにおける前期白亜紀の恐竜化石は、中国遼寧省などの化石産地を除いて非常に限ら
れています。兵庫県丹波市は約 1300枚もの卵殻化石が確認されたことから、良質な前期白亜紀の化石産
地であると言えます。さらに卵殻化石は合計 6 種類に及ぶことが分かり、東アジアの小型恐竜類の存在
が明らかになってきました。卵殻化石が小型動物の多様性を復元するのに有用であるため、微細な卵殻化
石を今後も調査していくことで、これまで未知であった恐竜相の理解につながると考えられます。また、
篠山層群の堆積物や化石を今後さらに調査し、当時の環境を理解することで、なぜ丹波がこれほどまでに
豊かな繁殖地だったのかを推測することができると考えられます。 
 

 参考図  

 
図 1． 兵庫県丹波市山南町上滝地区の発掘現場。（A）上滝地区の地図、（B）同地区の地質柱状図（今
回発掘した卵層準は、過去の丹波竜層準よりも上位であることが分かる）、（C）2019年 1～3月に行わ
れた大規模発掘の様子（左上のコンクリート部分は、丹波竜層準の発掘地点）。 
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図 2．卵層準から見つかった 4種類の獣脚類恐竜卵殻化石。（A）ヒメウーリサス・ムラカミイ（新卵属・
新卵種）（標本実物写真、μCT画像、復元された卵の模式図）、（B）サブティリオリサス・ヒョウゴエ
ンシス（新卵種）、（C）ニッポノウーリサス・ラモーサス、（D）プリズマトウーリサスの一種。 
 

 
図 3．ヒメウーリサス・ムラカミイと推定されるその親恐竜の復元図。姫君は大きさ比較のため。 

復元画提供：長手彩夏氏。 
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図 4．前期白亜紀の恐竜（鳥類含む）卵化石産地。丸が大きいほど（赤が濃いほど）、見つかる卵殻の
種類が多いことを示しており、兵庫県丹波市が世界一の卵種数であることが分かる。 
 

卵化石の種類 丹波竜層準 卵層準 親の種類 
ヒメウーリサス・ムラカミイ 
（Himeoolithus murakamii） 

 ◎ 獣脚類恐竜 

サブティリオリサス・ヒョウゴエンシス 
（Subtiliolithus hyogoensis） 

◎ 
（当初はプリズマトウーリサ
ス卵科の一種として報告） 

◎ 獣脚類恐竜 

ニッポノウーリサス・ラモーサス 
（Nipponoolithus ramosus） 

◎ ◎ 獣脚類恐竜 

エロンガトウーリサスの一種 
（Elongatoolithus sp.） 

〇  獣脚類恐竜 

プリズマトウーリサスの一種 
（Prismatoolithus sp.） 

〇 〇 獣脚類恐竜 

スフェロウーリサスの一種 
（Spheroolithus sp.） 

〇  鳥脚類恐竜 

表１．兵庫県丹波市山南町上滝地区で見つかった恐竜卵殻化石のまとめ。二重丸は世界でも丹波市でし
か知られていない種類。 
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 用語解説  

注１） 卵・卵殻化石 硬い炭酸カルシウム質の卵殻が保存された化石。内容物が保存されることは滅多
にない。本研究では、ある程度形状を留めた卵殻化石を卵化石と呼ぶ。 

注２） 獣脚類 ティラノサウルスやアロサウルスなど、肉食恐竜を多く含む、主に二足歩行の恐竜のグ
ループ。鳥類もこれに属する。 

注３） 新卵属・新卵種 新たな種類の卵・卵殻化石につけられる属と種（つまり学名）。卵・卵殻化石
の場合、卵を産んだ親の種類が特定できないため、骨化石とは独立して分類され、学名が付けら
れる。骨化石の属・種と区別するため、卵属・卵種と呼ぶ。 

注４） 篠山層群 兵庫県丹波市と丹波篠山市に分布する前期白亜紀の地層で、下部の大山下層と上部の
沢田層からなる。恐竜化石を産する大山下層は、約 1億 1000万年前（前期白亜紀アルビアン期）
に堆積した。 

注５） 竜脚類 ブラキオサウルスやアパトサウルスなど、主に首が長くて大型の植物食恐竜のグループ。
兵庫県丹波市から見つかったタンバティタニス（丹波竜）もこれに属する。 
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